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ど
、
逆
流
性
食
道
炎
を
起
こ
す
生
活
習

慣
を
変
え
て
い
く
こ
と
で
す
。

　

多
く
の
患
者
さ
ん
は
生
活
習
慣
の
改

善
と
あ
わ
せ
て
薬
に
よ
る
治
療
を
行
い

ま
す
。
薬
に
よ
る
治
療
を
始
め
る
と
、

多
く
の
方
で
は
、
す
み
や
か
に
症
状
は

な
く
な
り
ま
す
。
た
だ
、
症
状
が
な
く

な
っ
て
も
、
食
道
の
炎
症
、
び
ら
ん
、

潰
瘍
は
す
ぐ
に
治
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
し
ば
ら
く
は
薬
を
飲
み
続

け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

生
活
習
慣
の
改
善
や
薬
で
効
果
が
な

か
っ
た
時
、
再
発
を
繰
り
返
す
時
に
は
、

手
術
を
行
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

胃
液
の
逆
流
を
起
こ
し
や
す
い
食
べ

物
を
減
ら
す
脂
肪
分
や
タ
ン
パ
ク
質
の

多
い
食
事
を
と
り
す
ぎ
な
い
よ
う
に
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
他
に
、
胃
酸
を

増
や
し
た
り
胸
や
け
の
症
状
を
悪
く
し

た
り
す
る
こ
と
の
あ
る
チ
ョ
コ
レ
ー

の
量
な
ど
も
少
な
く
な
る
た
め
、

逆
流
し
た
胃
液
を
胃
に
戻
す
こ
と

が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。 

背
中
の
曲
が
っ
た
人

　

背
中
が
曲
が
る
と
、
お
な
か
が
圧

迫
さ
れ
、
胃
の
中
の
圧
力
が
高
く

な
る
た
め
、
胃
液
の
逆
流
が
起
こ

り
や
す
く
な
り
ま
す
。

肥
満

　

腹
圧
が
上
が
る
こ
と
で
、
逆
流
し

や
す
く
な
る
と
も
い
わ
れ
て
い
ま

す
。

他
の
病
気
に
使
用
す
る
薬
の
影
響

　

喘
息
、
血
圧
、
心
臓
の
病
気
な
ど

に
使
う
薬
の
中
に
は
、
下
部
食
道

括
約
筋
を
ゆ
る
め
る
作
用
を
も
つ

も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

逆
流
性
食
道
炎
の
治
療
で
ま
ず
大

切
な
の
は
、
食
事
、
姿
勢
、
服
装
な

すべては患者さんのために
院  是
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逆
流
性
食
道
炎
は
、
強
い
酸
性
の

胃
液
や
、
胃
で
消
化
さ
れ
る
途
中
の

食
物
が
食
道
に
逆
流
し
て
、
食
道
が

炎
症
を
起
こ
し
、
た
だ
れ
て
し
ま
う

病
気
で
す
。

脂
肪
の
多
い
食
事
、
食
べ
過
ぎ

　

脂
肪
の
多
い
食
事
は
、
胃
酸
が
増

え
る
こ
と
に
よ
り
胃
液
の
逆
流
を

起
こ
し
や
す
く
し
ま
す
。

タ
ン
パ
ク
質
の
多
い
食
事

　

タ
ン
パ
ク
質
の
多
い
食
事
は
消
化

に
時
間
が
か
か
り
、
胃
に
長
く
と

ど
ま
る
た
め
、
胃
液
の
逆
流
が
起

こ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。 

加
齢

　

年
を
と
る
と
、
胃
の
働
き
が
悪
く

な
り
ま
た
、
食
道
の
動
き
、
唾
液

逆
流
性
食
道
炎
の
原
因

逆
流
性
食
道
炎
っ
て
ど
ん
な
病
気
？

家
庭
の

医
学

逆
流
性
食
道
炎

ト
・
ケ
ー
キ
な
ど
の
甘
い
も
の
、
唐
辛

子
・
コ
シ
ョ
ウ
な
ど
の
香
辛
料
、
み
か

ん
や
レ
モ
ン
な
ど
の
酸
味
の
強
い
果

物
、
消
化
の
悪
い
食
べ
物
な
ど
は
と
る

量
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う
。

　

一
度
に
食
べ
過
ぎ
な
い
よ
う
に
一
度

に
と
る
食
事
の
量
を
減
ら
し
、
腹
八
分

目
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

ア
ル
コ
ー
ル
、
コ
ー
ヒ
ー
、
緑
茶
を
減

ら
し
ま
し
ょ
う

　

ア
ル
コ
ー
ル
や
コ
ー
ヒ
ー
・
緑
茶
な

ど
に
含
ま
れ
る
カ
フ
ェ
イ
ン
も
、
胃

酸
の
分
泌
を
増
や
す
の
で
控
え
ま

し
ょ
う
。

肥
満
を
解
消
し
ま
し
ょ
う

姿
勢
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

　

日
中
は
前
か
が
み
の
姿
勢
を
避
け
ま

し
ょ
う
。
寝
る
時
は
、
少
し
上
半
身

を
高
く
し
て
寝
る
と
、
逆
流
が
起
こ

り
に
く
く
な
り
ま
す
。

　

食
後
3
時
間
く
ら
い
は
横
に
な
っ
た

り
、
寝
る
前
に
食
事
を
と
る
こ
と
は

避
け
ま
し
ょ
う
。

お
な
か
を
締
め
つ
け
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う

禁
煙
し
ま
し
ょ
う

生
活
習
慣
の
改
善

手
　
術

食
生
活
を
改
善
し
ま
し
ょ
う

薬
物
療
法



南 東 北 春 日
南東北春日リハビリテーション病院

介護老人保健施設 南東北春日リハビリテーション・ケアセンター

流
し
そ
う
め
ん
を
食
べ
ま
し
た
！ 

流
し
そ
う
め
ん
を
食
べ
ま
し
た
！ 

　

7
月
は
各
ユ
ニ
ッ
ト
に
て
流
し

そ
う
め
ん
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

　

今
回
も
沢
山
の
利
用
者
様
が
参

加
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
！
流
し

そ
う
め
ん
の
台
の
横
に
利
用
者
様

が
並
び
ま
す
。
水
を
流
し
、
い
よ

い
よ
素
麺
を
流
す
と
箸
や
フ
ォ
ー

ク
を
使
っ
て
真
剣
に
掴
ん
で
い
ま

し
た
。
タ
イ
ミ
ン
グ
が
合
わ
な
い

方
や
、上
手
に
掴
め
た
方
な
ど
「
残

念
！
」
と
笑
っ
た
り
「
つ
か
め
た

～
」
と
喜
ば
れ
た
り
と
、
終
始
に

ぎ
や
か
で
し
た
。
楽
し
い
様
子
に
、

普
段
は
麺
類
が
苦
手
な
利
用
者
様

も
「
食
べ
た
い
」「
参
加
し
て
み
た

い
」
と
参
加
さ
れ
、
一
緒
に
楽
し

ま
れ
て
い
ま
し
た
。 

　

最
後
の
方
は
「
お
腹
が
い
っ
ぱ

い
」「
結
構
た
く
さ
ん
食
べ
れ
た
」

と
皆
様
お
腹
い
っ
ぱ
い
食
べ
ら
れ

た
よ
う
で
す
。
夏
の
恒
例
行
事
に

な
り
つ
つ
あ
る
流
し
そ
う
め
ん
で

す
が
、
ま
た
来
年
も
利
用
者
様
の

笑
顔
が
見
ら
れ
る
様
、
企
画
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◉ 

夏
ま
つ
り
の
お
知
ら
せ 

◉

日 

時　

9
月
2
日
㈯　

15
時
～
18
時　

場 

所　

南
東
北
春
日
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
内

　　

今
年
は
施
設
増
築
工
事
を
し
て
い
る
の
で
屋
内
で
行
い
ま
す
。
職
員
に

よ
る
Y
O
S
A
K
O
I
や
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
や
バ
ザ
ー
を
用
意
し
て
い

ま
す
。
屋
台
も
出
て
い
ま
す
の
で
、
お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
、
皆
さ
ん
の

ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
お
問
い
合
わ
せ　

　

南
東
北
春
日
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院

　

夏
ま
つ
り
実
行
委
員
会　

☎
０
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８
―

６
３
―
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６
月
27
日
㈫
、
南
東
北
春
日
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
（
仮
称
）
新
築
工
事
の
安

全
祈
願
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
３
階

建
て
の
建
物
で
、
南
東
北
春
日
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
西
側
に
新
築

さ
れ
ま
す
。

　

新
築
安
全
祈
願
祭
に
は
関
係
者
、

来
賓
者
約
50
名
が
参
列
し
、
御
嶽
山

神
社
宮
司
の
菊
地
弘
見

子
様
が
神
事
を
執
り
行

い
ま
し
た
。
鎌
入
れ
の

儀
、
神
酒
拝
載
も
順
調

に
進
み
、
事
故
無
く
安

全
に
工
事
が
執
り
行
わ

れ
る
こ
と
を
皆
で
祈
り

ま
し
た
。
南
東
北
春
日

デ
イ
サ
ー
ビ
ス（
仮
称
）

は
、
１
階
は
通
所
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
（
定

員
40
人
）、
２
階
は
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
（
定
員
40
人
）、
３
階
は

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
訪
問
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
訪
問
介
護
事

業
所
、
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
な
ど

の
事
業
所
が
入
る
予
定
で
、
１
・
２
階

の
サ
ー
ビ
ス
開
始
は
来
年
１
月
を
予

定
し
て
お
り
ま
す
。

南
東
北
春
日
デ
イ
サ
ー
ビ
ス（
仮
称
）新
築
工
事
安
全
祈
願
祭



南 東 北 春 日

「 夏 に 多 い 脳 梗 塞 」リハビリコー
ナー

　脳卒中は冬に多いと思われがちですが、脳梗塞に限っては夏に多く発症します。
　その理由として、夏場は、気づかないうちに体内の水分が不足しがちになるため血液がドロドロになりや
すくなります。また、体の熱を放出しようと血管が拡張するので、血圧が低下します。血圧が下がると、血
流が遅くなり血の固まりができやすくなってしまうので、脳梗塞になりやすいの
です。
　今のような時期に、めまいや吐き気、頭痛、しびれ、ふらつき、意識がないといっ
た症状があったら、熱中症を疑う人が多いと思いますが、脳梗塞でも似た症状が
起こることがあるため、判断に注意が必要です。
　脳梗塞か判断する際の「FAST」という簡単なチェック方法があるので、体調
不良の際は、FAST によるチェック項目をお役立て頂ければと思います。

　F：Face（顔のマヒ）　歯を見せるように笑い、片方がゆがむと危険 
　A：Arm（腕のマヒ）　両腕を水平に上げて、片方が下がるようなら危険 
　S：Speech（言葉の障害）　ろれつが回らない、言葉が出ないようなら危険
　T：Time（発症時刻）　上の三つのうち一つでも症状があれば、発症時刻を確認して 119 番通報する 

　アニサキスとは寄生虫の一種で、その幼虫はサバやイカなど多くの魚介類に寄生しています。魚介類を生
で食べることで生きたアニサキス幼虫が胃壁や腸壁に入り込み、激しい腹痛を伴うアニサキス症を引き起こ
します。
　アニサキス幼虫は長さ 2 〜 3cm で糸のように細長く、多くは渦巻き状に寄生していて、目で見ることが
出来ます。酢や塩漬けでも死滅しないため、魚介類を生で食べる場合は注意して取り除くようにしましょう。
　また、アニサキス幼虫は 60℃で 1 分以上加熱するか、-20℃で 24 時間以上の冷凍処理で死滅させるこ
とが出来ます。家庭で予防する際は、よく加熱して食べると効果的です。

アニサキスに気を付けましょう

栄 養 通 信栄 養 通 信

健康教室の
お知らせ

日　時　平成 29 年 9 月 14 日（木）　15:00 ～ 16:00
テーマ　大人の睡眠障害・睡眠時間
講　師　総合南東北病院 総合診療科医師　樋口 健弥
場　所　南東北春日リハビリテーション病院　5 階会議室
　健康チェックコーナーにて血圧・体脂肪率・骨密度・血管年齢の測定を無料で行います。



■発行／医療法人社団　三成会

個人情報保護法施行により、紙面に掲載されている写真は、本人の承諾を得て掲載しております。

■印刷／石井電算印刷株式会社

南東北春日リハビリテーション病院
TEL.0248-63-7299
南東北春日訪問看護ステーション
TEL.0248-63-7278
所在地：福島県須賀川市南上町123-1

介護老人保健施設 南東北春日リハビリテーション・ケアセンター
TEL.0248-63-7279
通所介護事業所 南東北春日リハデイ石川
TEL.0247-56-3711

南東北春日居宅介護支援事業所
TEL.0248-63-7297
メディカルフィットネスさくら
TEL.0248-63-7252
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内科・脳外科の看板を目印にしてください。

南東北  春日

「小春日和」は、環境にやさしい
ベジタブルインキを使用しています。

「小春日和」は、環境に配慮した
資材と工場で製造されています。

「小春日和」は、責任ある森林管理により
生まれたFSC®認証紙を使用しています。

診療科
■外来診察担当医表

受付時間
午前8：30～12：00
午後1：30～  4：30
午前8：30～12：00
午後2：00～  4：30
午後1：30～  4：00
午後1：30～  4：00

午前8：30～12：00

月
大越 透
大越 透
後藤 恒夫

火
大越 透
大越 透

水
大越 透
大越 透
後藤 恒夫

北原 正樹

木
大越 透
樋口 健弥

金
佐藤 哲夫
大越 透

小林 奈美江

土
大越 透

　
小鹿山 博之

内　科
消化器科／循環器科／呼吸器科

脳神経外科

形成外科 ・ 皮膚科 ・ 美容外科
眼　科

リハビリテーション科

■南東北春日
　リハビリテーション病院
■介護老人保健施設
　南東北春日リハビリテー
　ション・ケアセンター

専門外来／
脳の健康外来

河原田 勉（1,3週）
石井 勉（2,4,5週）

小児リハビリテーション

※日本大学工学部と総合南東北病院の共同研究の一環として診療を行っています。

※ 専門外来／
脳の健康外来

（第3土曜日は休診）

※

健 診 ●一般健診  ●人間ドック  ●胃がん検診  ●内視鏡検査  
●協会けんぽ健診（旧政府管掌）〈生活習慣病・予防健診〉

■メディカル
フィットネス
さくら

禁煙治療を
行っています

皮膚科の診療を
行っています

初診のみネット
予約を行っています

南 東 北 春 日

　７月より、スタジオのレッスンスケジュールが変更になりました。今回のスタジオは、午前中にもややきつめの
エクササイズを増やしました。例えば、筋トレをメインで行う「全トレ」や「シェイプアップ」、音楽に合わせな
がら運動する「はじめてエアロ」など午前中に少なかったレッスンを多めに取り入れました。
　今回、注目のレッスンは６月から新しくスタッフに加わった、新海倫弘先生の「ボクササイズ」です。以前から「ボ
クササイズ」は行っていましたが、新海先生の「ボクササイズ」はボクシングの動き以外にも空手やムエタイなど
の格闘技の動きを取り入れたものになっています。また音楽の所々で決めポーズがあ
りますので、楽しく運動すること
ができます。
　新海先生の「ボクササイズ」は
毎週月曜日の 19：20 ～、毎週
火曜日の 14：50 ～、毎週土曜
日の15：00～行われております。
体験や見学も随時ご予約受付中で
す。皆様のご参加お待ち致してお
ります。

メディカルフィットネス さくら
通信

スタジオ変更しました！

メディカルフィットネス さくら 会員募集中！！
☎ 0248-63-7252　営業時間／10：00 〜 21：00（日・祝日を除く）


